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財団法人 学会事務センタ 一 
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日本発生生物学会への 火退会，住所・ 所属変更，会費納入，および 出版物 (DGD, イン 

フ オメーション・サーキュラ 一など ) の郵送については ，上記の日本学会事務センタ 一に書 

面 でお問い合わせ 下さい。 

サーキュラ ー への投稿募集 

日本発生生物学会サーキュラ ーは 会員の皆様の 情報誌として 年 3 回発刊されます。 

学会に対する 提言，研究雑感，実験手法，学会見聞記。 関連学会案内，書評等どの 

ような内容ても 結構てすので ，是非事務局にお 寄せ下さ       
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より高い存在価値をもつ 学会を目指して 

会長 岡 田 祐 吉 

私の任期もあ と 9 カ月となりました。 前会長から引き 継いだ DGD 出版の Blackwel 咄への 

委託は、 日本発生生物学会の 歴史を刻む一里塚の 中でも，明らかに 大きなものの 一 つ であ る 

と思います。 この重要なイベントの 立会人として、 順調な滑り出しを 見届けることが 出来、 

合 は一応ほっとしております。 一つには歴代会長を 悩ませてきた 学会の経済問題が 愁眉を 

開いたこと、 そしてもう一つは DGD が国際 誌 としての地歩を 少しづつではあ りますが着実 

に 固めつつあ ることです。 これはひとえに 会員の皆様が 優れた論文を 投稿して下さって い 

  こ る と によりますが、 それとともに 外国からも良い 論文が集まるようなったことが 貢献し 

ております。 このことについては 編集主幹が論文の review を引き受けてくれる 外国の研究 

者を出来るだけ 多く確保するなど、 編集組織の国際化に 努力して下さっているおかげであ 

り 、 また国際的に 活躍しておられる 会員の皆様が、 おりに触れて 外国の仲間に DGD はよい 

雑誌であ るという意識を 広めて下さっているおかげでもあ ろうと思います。 心から感謝 い 

たします。 

しかし云うまでもなく、 目標はさらに 高いところにおかなければなりません。 我々が編 

集の主導権 を持つ DGD を国際的に一流の 専門誌に育て 上げることは、 わが国の研究者に 

よ る優れた研究を、 より多く、 さらに容易に 世界に向けて 発信するのに 役立つと信じます、 

そのために会員の 皆様のなお一層のご 協力をお願いします。 

  ここで、 私の考えている DGD の，性格について 一言させていただきたいと 思います。 最近 

0 発生学の流れは、 発生現象を遺伝子の 働きの表れとしてとらえる 方向に向かっておりま 

す 。 実際、 多くの会員が 発生に関わる 遺伝子や、 その調節機構を 研究しておられることは、 

大会における 発表論文から 察することが 出来ますし、 DGD の投稿論文も 直接遺伝子を 扱 う 

ものが増加する 傾向にあ る よう に思われます。 しかしながら、 私は DGD に掲載されるのが 

遺伝子、 分子についてのみ 述べる論文だけになってしまうことは 避けたいと思っておりま 

す。 一つには雑誌の 特徴を失いたくないと 考えるからですが、 もう一つの理由は 雑誌の質 

を 落としたくないからであ ります。 遺伝子の働きの 結果ではあ っても、 発生現象は生物の 

 
 

 
 

 
  
 



営みであ り、 発生学は基本的には 形態学であ ります。 塩基配列や転写因子、 DNA 結合蛋白 

質や酵素分子などの 背景に生物の 姿が浮き上がって 見える、 生き生きとした 論文が続々と 

投稿されるように 念じております。 他方において、 形態学的手法を 採用した研究で、 遺伝 

子や分子について 一言も触れていなくても、 その発生現象を 遺伝子の働きの 表れとして理 

解する研究を 誘発するものであ って欲しいと 夢見ている次第です。 

さて、 学会の使命は 学術専門誌の 発行だけではあ りません。 会員の研究活動が 活発にな 

るように手助けをすることも 重要な業務であ りましょう。 大会の役割は 無論大きく、 大会 

が 貴重な情報交換の 場となり得るように、 常に心を配らなければなりません。 幸いにして、 

開催を引き受けて 下さる大学が、 会員にとって 実質的に役に 立つ大会になるように、 それ 

ぞれ工夫を凝らして 下さっていて 心強い限りです。 年一回しか開かれない 大会ですが、 単 

なる息抜きやお 祭りではなく、 会員各位が国際学会に 出席するのに 似た意気込みと 期待を   

もって参加できるようになることを、 これまた夢見ております。 

会員の科学研究費補助金を 中心とする研究費を 出来るだけ取得し 易くするよう 情報を集 

めたり、 働きかけたりすることも 学会の一つの 役割であ りましょう。 そのためには 発生生 

初 学会から学術会議の 動物学研究連絡委員会に 出席している 代表の役割は 大切であ ると思 

います。 学術会議報告というのが 総会で行われています。 ここでは、 時として重要な 情報 

がもたらされますので、 出来るだけ総会にも 出席して、 情報を得るようにして 頂きたいと 

思います。 しかし、 現在の総会出席率を 見ると、 それ以外の道も 考えなくてはならないで 

しょう。 会員の中には 重点領域研究など、 科学研究費補助金の 審査員の経験者も 多いこと 

であ りますので、 具体的な審査の 経過は非公開で、 他に漏らすことは 出来ませんが、 例え 

ばどの種目に 申請するのが 最も良いかの 判断に役立つような 一般的な情報を 含めて、 サ一     

キュラ一などを 通して会員に 伝えることが 出来る工夫はないかと 思っております。 いずれ 

にしても現在の 日本では、 特に大学などに 籍を置いている 研究者は科学研究費補助金を 取 

得することが、 ただ単に研究費の 問題に留まらず、 その人の研究活動を 測る尺度にまで 使 

われることがあ ります。 反対に 、 多くの会員が 科研 費を 、 出来たら高額のものを 取得でき 

ると、 学会としても 活性が高いと 判定される場合もあ ると思います。 これが学会活動の 一 

つに、 科研費など研究費取得のための 情報収集を挙げた 理由の一つです。 

皆様にお馴染みの「一般研究 (A) (B) (C) 」が無くなり「基盤研究 (A) (B) (C) 」 

と「萌芽的研究」が 創設される予定で、 しかもこれは 今年度から実施すると 伺っておりま 

一 2 一 



  

  

  

す ( 一般研究に申請しても、 基盤研究として 交付される ) 。 わが国全体の 科学研究に対す 

る補助金などの 援助体制が充実されつつあ り、 特に文部省以外の 省庁が乗り出してきてい 

る 現状を反映して、 文部省の科学研究費補助金の 制度も 、 引き続き改善が 模索されている 

23 です。 学会としても ; 現在以上に情報の 提供に勉めなければいけないと 思 、 っておりま 

す 。 どの様にするのが、 最も会員の要望に 応えられるか。 ご意見や 、 ご希望をお寄せ 下さ 

レ Ⅰ。 

さて、 研究者の国際的つががりの 媒体となることも 学会のもう一つの 役割ではないかと 

思 、 っております。 国際発生生物学会 (InternationaISocietyofDevelopmentalBiologists[ISDB]) 

と云う学会があ り、 以前は個人で 参加する形となっておりましたが、 前会長 Gurdon  の時 

代から改革が 模索されはじめました。 そして、 lQQ3 年ウィーンで 開かれた国際会議の 評議 

  会および総会で、 国際発生生物学会の 傘下に各国の 発生生物学会が 入るという、 いわゆる 

umbrella 方式で運営することが 提案され、 承認されました。 この制度に ょ れば、 たとえば 

日本発生生物学会が、 その傘下に入ることを 決定すれば、 その会員はそのまま 国際発生生 

物学会の会員となることになります。 ウィーンでの 決定以後約 2 年は過渡期として、 新制 

度への移行の 準備が行われておりましたが、 いよいよ成文化された 規約を次の大会 (1997 

年 、 米国ユタで開催予定 ) で行われる総会で 承認して正式に 発足する運びになっておりま 

す 。 

このやりかたは、 これまで個人的に 国際的活躍してきた 研究者にとっては 別段必要ない 

ことかも知れませんが、 一層多くの方が 国際的に活躍が 出来るきっかけを 作る意味で結構 

なことだと思います。 そこで、 運営委員会で 審議していただき、 日本発生生物学会もこの 

  傘下に入ることに 決定いたしました。 無論、 正式には次回総会での 決定を待たなければな 

りませんので、 会員の皆様のご 理解をお願いいたします。 国際発生生物学会については、 

この号のサーキュラ 一の中で別にまとめて 頂くことになっておりますので、 そちらもご覧 

下さい。 

国際発生生物学会の 新しい規約の 中に、 MechanismofDevelopment (MOD) が学会の機 

閲読 (TheomcialJournaloftheISDB) となることが 決められており、 その雑誌を発行して 

いる Elsevjer より、 以前から国際発生生物学会の 会員になっていた 方に、 一年 US875 で 

MOD が購読できること、 個人会員の会費 US825 の納入を EIsevier が仲介する ( 従って 、 

合計 US8100 で MOD が購読できる ) というお知らせが 行っていることと 思います。 
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US875 という割引価格は 個人会員にのみ 適用されるもので、 日本発生生物学会を 通して会 

員となっている 方には適用されません。 従って、 MOD を割引価格で 購読するためには、 

日本発生生物学会会員であ りながら、 個人会員にもならないといけないという 矛盾は解決 

されておりませんので、 以前から会員であ った方は各自 ご 判断のうえ対応して 下さるよ つ、 

この場を借りてお 願いいたします。 無論、 日本発生生物学会として 会費の二重払いになら 

ないように 、 国際発生生物学会の 個人会員となっている 日本発生生物学会の 会員は学会と 

して支払う国際発生生物学会の 年会費算出の 人数から除くなどしなければいけないと 考え 

ております。 

事務局から、 会長の挨拶、 活動方針などを 書くようにというご 要望を頂きまして、 書き 

始めたところ、 日本発生生物学会という 学会はどの様なものであ って欲しいかという、 私 

の日頃 の思いを書き 並べただけになってしまいました。 最後は、 事務的なご連絡のような 

ことも申し上げて、 とても会長の 抱負などとは 呼べない代物であ ります。 けれども、 私の 

残り少ない任期の 中で、 会員にとって 役に立つ学会にするよう、 最近少し固くなった 様に 

感じる頭を絞るつもりであ ります。 当然のことながら、 会員のご意見、 ご希望を頂けると、 

考えるのも楽になります。 どうぞ、 若い柔軟な考えをお 聞かせ下さい 0 
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幹事長を退任するにあ たって 

前幹事長 長 漬 嘉 幸 

平成 5 年の夏に東京大学の 塩川光一郎先生から 引き継いで以来平成 7 年末までの二年 

半 、 基礎生物学研究所・ 生殖研究部門において 日本発生生物学会の 事務局をお引き 受けし 

ました。 当初は前事務局の 田代・浅野面先生 ( 東京大学 ) にいろいろとお 教えいただきな 

がらの不安な 出発でしたが、 会員の皆様のご 協力にょり大過なく 役目を果たすことができ 

ましたこと、 感謝申し上げます。 

この間、 私共が会長をお 手伝いして行ったことの 一つは本学会の 財政難を少しでも 打開 

することでした。 言うまでもなく、 発生生物学は 生物学分野において 近年もっとも 発展を 

と げている学問領域の 一 つ で、 それを反映して 日本発生生物学会の 会員数もこの 数年急速 

に増加しております。 新入会員数を 例にとりましても、 1993 年度からは年平均約 100 名 ず 

つの増加がみられます。 もっとも毎年何人かの 退会者がおりますので 新人会員の増加がそ 

のまま会員数の 増加にはつながりません。 しかし、 この ょ うな日本における 活発な発生生 

物学研究とは 裏 腹 に、 この数年における 本学会の財政は 困窮をきわめておりました。 その 

主な理由の一つは、 DGD 刊行経費が文部省からの 刊行補助金を 加えても、 学会費 

の大半を占めてしまうことでした。 

DGD は日本発生生物学会の 機関誌であ るばかりでなく、 学会が編集方針を 決定できる 

ユニークな発生生物学会分野の 国際 誌 として知られ、 国内外における 当該研究分野の 発展 

に大きな役割を 果たしてきました。 しかし、 その刊行のための 財源の多くを 学会費に依存 

せざるを得ないことが 本学会の深刻な 財政難の主因となったことは 前述したとおりであ 

り 、 この危機を打開するために 代々の会長、 事務局などが 中心となりいろいろな 方策が講 

じられました。 DGD 基金もこのような 目的で設けられたものの 一つですが、 これには 多 

くの会員から 寄付が寄せられ、 DGD についての関心の 高さが示されました。 このような 

努力にもかかわらず 財政的問題は 最近になりさらに 深刻化し、 何か抜本的な 打開策が必要 

となってまいりました。 まず、 DGD の在り方について、 江口会長が全会員にアンケート 

で 意見を求めました 結果、 250 名ほどの会員から 意見回答が寄せられました。 回答を寄せ 

られた会員の 多数から、 国際学術雑誌を 学会誌として 刊行することの 問題が指摘されると 

ともに、 本誌を向上させるには 適当な出版社を 通じて刊行する 方が良いとの 意見が出され 

ました。 これらの結果を 踏まえて運営委員会を 中心にして充分な 協議がなされ、 最終的に 

は、 1994 年の仙台における 第 27 回総会において DGD の出版業務を 1995 年 1 月から 
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Ⅲ ackwel 咄へ 委ねることが 決定されたわけです。 今、 その時の議論をふりかえってみます 

と、 このような方策が 予定どおりの 出版費の節減をもたらすのか、 また、 DGD に関して 

これまでどおり 学会が編集権 をもつことができるのかということなど、 いろいろな問題が 

あ りました。 特に、 後者につきましては 運営委員会などでも 度々取り上げられ 議論されま 

したので、 BlackwelI 社との契約の 際に江口会長がもっとも 配慮された点でした。 会員への 

アンケートから BIackwel 牡 との契約に至る 諸々の過程で 示された江口会長のリーダーシッ 

プにあ らためて敬意を 表します。 

本学会では、 会長の交替に 伴い幹事長や 幹事も交替するのが 慣例になっているのですが、 

Ⅲ ackwel 附への移行を 可能な限りスムースに 進行させるべく、 1995 年度も私共が 事務局を 

担当させていただきました。 この間、 江口、 岡田面会長、 星編集主幹、 嶋田編集幹事らと 

相談しながら、 移行のための Blackwel 牡 との交渉を重ねることに ょ り、 なんとか順調にそ 

0 目的を達成することができたのではないかと 思っています。 先方の Robe 「 nSon 氏も非常に 

好意的で、 出版費の節減もほぼ 予定どおりとなり、 1995 年度には幾分かの 余剰金が得られ 

ることとなりました。 この件に関しましては、 本年 1 月に開催されました 運営委員会でご 

報告致しましたが、 最終的には 1995 年度の収支決算として 会計監査を受けた 後、 5 月の京 

都での総会でご 承認いただくことになると 思います。 また、 余剰金の使途については 今後 

会員の皆様のご 意見をお 訊 きしながら検討することになると 思いますが、 DGD のカラー 

ぺ ー ジの一部を学会が 負担するというようなことも 一案ではないでしょうか。 困 ackwelK 社 

の協力のもと DGD が益々発展することを 切に願っています。 

先日、 広島に出向き、 前編集幹事の 嶋田 拓 先生と共に大学印刷・ 増田社長を訪ね、 江口 

前会長及び岡田会長の 名前で学会からの 感謝状をお届けしました。 長期にわたり DGD の 

出版に関していろいろとご 協力いただいた 大学印刷の皆様にここであ らためて深く 感謝 申 

し 上げます。 

もっといろいろなことでお 役に立ちたいと 思い幹事長をお 引き受けしたわけですが、 自 

らの力不足のためその 多くを達成できずに 任を終えること、 誠に申し訳けなく 思っており 

ます。 最後になりましたが、 お手伝いいただいた 基礎生物学研究所・ 生殖研究部門の 皆様、 

特に会計幹事、 庶務幹事を務めて 下さいました 吉国通 庸 、 田中実の両氏、 種々事務をお 願 

い した野田さんに 心より感謝申し 上げます。 さらに、 学会センタ一の 唐沢真紀子さん、 唐 

沢静子さんにも 大変お世話になりました。 この場をかりてお 礼申し上げます。 日本発生生 

物学会もやがて 創立 30 周年を迎えます。 岡田会長、 浅 島 幹事長のもと、 本学会が益々発展 

されることを 祈念して退任の 挨拶とさせていただきます。 
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